
令和5年4月1日

渡邉　勝吉代表取締役

　（毎月１０日は安全の日・ポンツーン点検の日）

　（毎月１６日は労災防止の日）

　　　（４）当日の営業運航中に天候が悪化した時は、運航管理関係者・ 船⻑により適宜運航可否判断等
　　　　　 の協議を必ず実施します。

　　　　　・乗組員は特に⼊出港時において、前⽅の⾒張りを強化します。

　　　（５）JCI船の船⻑・担当機関⻑は、船舶⽕災の原因となり得る船体箇所の状態を把握すること。
　　　

　　　（１）乗降時には船員と陸員が、お客様の乗降の安全と舷門ドアーの施錠を確認します。

　　　　　・乗船案内時及び⼊出港時に、転倒事故防止のための注意喚起のアナウンスを実施します。

　　　　　・エンジンルームや空所へ⼊る時・昼休憩時は、舷門ドアーに「エンジンルーム点検中」を表示します。

　　　（３）カーフェリーにおける事故防止に努めます。
　　　　　・徒歩のお客様と⾞両が、ランプドアー付近で同時に乗降しないように誘導します。

　　名鉄海上観光船株式会社

　　　（２）当社施設内における転倒・転落事故防止対策を⾏います。      
　　　　　・始発港では出港前の客室点検を実施します。

　　　　　・陸上係員は必ず乗組員に確認をとってから、お客様の乗船案内を実施します。

令和５年度　安全重点施策

　１．お客様の安全確保に努め、「人身事故ゼロ」を目指します。

　　　（１）労働災害防止のため、制服（帽子・ヘルメット・安全靴・名札）の着用を徹底します。

　　　　　・JG船は、陸員が基本的にオモテとトモのロープをとること。

　　　　　・⾞両の降⾞時にランプドアー周辺の安全確認に努め、⾞両誘導に協⼒します。

　　　　　・カーフェリーの離着岸作業・ドックでの上架区域内の作業・船舶上下架作業時は、必ず

　　　　　 ・⾼所作業時は必ずヘルメット・安全ベルトを着用し、転落事故防止に努めます。

　　　　　　（従業員同⼠でお互いが相⼿を思いやり、不安全⾏動を注意します。）

　２．従業員の安全確保と船舶運航の安全確認に努め、「労災事故ゼロ」を目指します。

　　　　　　ヘルメットを着用します。
　　　　　・エンジンルームに⼊る時は、回転部等に巻き込まれない様十分注意します。

　　　　　・船舶への燃料給油作業は、船員・陸員の共同作業として実施すること

　３．報告・連絡・相談に努めます。

　　　　　 を運航管理関係者・ 船⻑により 前日または当日の朝までに必ず実施します。

　　　（２）事故等の発⽣報告を迅速に⾏います。船舶からの通報は、即時無線を使用します。

　　　（２）⾼速船は船⻑が着桟後、船体の着桟状態を確認し、係員がトモロープをとるまで目を離さないこと。

　　　（３）日常業務の中での「気づき」の連絡・相談に努め、チームワークで業務を遂⾏します。

　　　（１）ヒヤリハット報告に努めます。

　　　　　 台風・爆弾低気圧の接近・通過時、気圧配置による暴風が予想される時の運航可否判断等の協議

　　　（３）当社船舶の⼊港時に、漁船等の出港状況を無線（デジタル・VHF）で連絡します。
　　　　　・桟橋係員がデジタル無線で連絡します。


